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論　　文　　の　　要　　旨

　原子番号Zが約50ヨ質量数λが約！20の原子核を中ぐらいの重さの原子核という意味で中重核とい

う。二っの原子核が衝突して原子核反応が起こる時ラ衝突に関与する二つの原子核で構成される物

理系を㎜C1ear　SyStemと呼ぶ。この物理系の原子番号と質量数は衝突する二つの原子核のそれらの

和ヨすなわち4。。＝Z＋ZおよびA。。＝ん十λ。である。A。。が200以上になると、原子炉に於けるウラ

ンの核分裂で一般にも良く知られているようにラー個の原子核として安定でなく雪ほぼ同じくらい

の大きさの原子核に分裂する。この理由の一つは質量数の増加とともに原子番号も増加しヨ原子核

の電気量が増えるので電気的反発力が分裂に寄与するからである。ところが最近になってヨ電気的

反発力がそれほど大きくないA。。が120近辺の申重核システムでもラ核反応に於ける放出粒子の元素

スペクトルの申にヨー見ヨウランの核分裂と良く似たスペクトルが観測されラ「核分裂類似現象

（fissio阯1ikephe双omena）」と呼ばれている。この現象に対して次のような物理的解釈が提案され

ている。

　（1）核融合分裂（fusi㎝一fissi㎝process，以下FF遇程と記す）

　二つの原子核が衝突して融合し害一個の複合核が形成されラその後ある時間を経てから分裂する。

　（2）深部非弾性散乱（deep　i鵬Iastic　co呈互isi㎝雪以下DICと略記する）

　複合核はできないが言衝突の問’に二つの原子核の問で激しいエネルギーのやりとりがあり言やが

て二つの原子核に分れる。このとき入射運動エネルギーが殆ど全部二つの原子核の内部工手ルギー

に転化する。
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　これに対して本論文では雪核分裂類似現象の物理的起源を明らかにすることを目的として、二っ

の実験的研究を行なった。第一の研究は事元素スペクトルのQ一値依存性である。著者はFF過程で

は元素分布がQ一値に依存するのに対し、D工CではQ一値依存性が無いはずであることを考察に

よって見出した。そこで170MeVおよび亙86MeVの37αイオンを6卑Niに衝突させて里放出粒子の角度

分布里全エネルギー分布および元素分布を測定した。この実験結果を文献に報告されている35C1と

62Niの核反応のデーターと比較した。著者が実験したシステムは文献のそれよりも中性子の数が4

個多くヨQ一値にして4MeVだけ高い。分析の結果雪二つのシステムの元素分布は実験誤差の範囲

内で一致する事が分った。また事DICに対して有力な拡散模型理論による計算が実験値を再現するこ

とも確かめられた。

　第二の研究では葭五76MeVに加速した28S1イオンを74Geに衝突させて上と同様な実験と解析を行な

い埋この場合にもD亙Cが優勢であることを示した。さらに進んで雪著者は中重核システムの数多くの

実験データーを統一的に解析しラFF遇程とD亙Cとでどちらが優勢になるかの分岐を決める部分波／。、

が存在することを明らかにした。この部分波は衝突する原子核同志の聞の臨界距離に対応する。そ

の距離では原子核は密度が中心部の1／2になる核半径の所で互に接しておりラ強い核力（引力）と電

気的反発カと遠心力から成る斥力と拮抗する。ここで引カが勝てばFF過程になりヨ斥力が勝てば

D亙Cとなる。また害FF過程に移行する場合は菅この距離に於ける原子核の接触で核物質に摩擦が無

いことも導いた。以上のように本論文はヨ中重核システムの核反応においてラ元素分布のQ一値依存

性や臨界部分波z。、またはそれに対応する臨界距離の評価が雪これまで不明確であった核分裂類似現

象の物理的起源の解明に役立つことを結論した。

審　　査　　の　　要　　旨

　重イオン核反応に於けるFF遇程とD亙Cは両者とも良く知られた現象であり言それらを記述する現

象論的理論も比較的確立されている。しかし事FF過程とDICは一般に共存1競争するものでありヨ

ニつの過程の分岐の定量性は極めて困難な問題として未解決であった。

　著者はこの難問に正面から取組み事その解決に一つの手がかりを見出した。特に臨界部分波と核

物質の摩擦がFF過程とDICの分岐を支配することを示した点は曾今後の重イオン核反応メカニズム

の研究への大きな貢献であり芽高く評価することができる。

　よって里著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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